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おことわり 
(1)取扱説明書の内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを
禁じます。 

(2)取扱説明書の内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更す
ることがありますので、予めご了承ください。 

(3)取扱説明書の内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点
や誤りなどお気付きの点がございましたら、お手数ですがご購入された
販売店または当社（本書最終ページに記載）までご連絡ください。 
その際、表紙右下記載の番号も併せてお知らせください。 
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1.  はじめに 

1-1. ご使用の前に 

このたびは、本製品をお買い上げいただきありがとうございます。 
本製品がお手元に届きましたら、輸送中において異常または破
損がないか、梱包品に不足がないか点検してからご使用くださ
い。万一、破損あるいは仕様どおりに動作しない場合は、お買
い上げの販売店または弊社にご連絡ください。 
ご使用の前に、この取扱説明書をよく読んで、仕様の範囲内で、
正しい計測方法でご使用ください。お読みになった後も保管し
てください。 
本製品の仕様は予告なく変更になる場合がございます。また仕
様変更により、イラストや本書内容が一部実機と異なる場合が
あります。ご了承ください。 
 

1-2. 特長 

配電盤や分電盤、制御盤の三相200/400V、または単相
100/200Vの電線2本にセンサヘッドを取り付けることで、力率
を考慮した電力を計測できます。本製品は無線通信で有効電力、
皮相電力を出力するとともに、電力量をセンサ内のメモリに積
算し積算電力量を出力します。また有線出力のRS-232Cタイプ
でも有効電力、皮相電力、積算電力量を出力でき、パルス出力
タイプは積算電力量を出力できます。 
Bluetooth®対応のスマートフォンやPCに専用アプリをインスト
ールすることで、電力データを受信して動作確認できます。 
外部からDC12–24Vを入力することで動作します。また、外部
電源が切断されても、バックアップ用リチウム電池(CR123A)
によって積算電力量の記憶ができます。 
本体のスイッチで周波数、計測電圧、三相/単相を簡単に切り換
えることができます。 
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1-3. 本製品における無線出力について 

本製品の使用周波数帯では、産業・科学・医療機器のほか、工
場の生産ラインなどで使用される移動体識別用の構内無線局
（免許を要する無線局）及び特定小電力無線局（免許を要しない
無線局）が運用されています。本製品を使用する前に、近くで
移動体識別用の構内無線局または特定小電力無線局が運営され
ていないことを確認してください。 
万一、本製品から移動体識別用の構内無線局に対して電波干渉
の事例が発生した場合には、使用場所を変えるか、速やかに電
波の発射を停止してください。 
誤動作により重大な影響を及ぼすおそれのある機器では使用し
ないでください。 
電波が機器などに影響を及ぼすおそれがありますので、電波使
用が禁止される場所では本製品を使用しないでください。 
Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc.
が所有する登録商標であり、株式会社SIRCはこれらのマークを
ライセンスに基づいて使用しています。その他の商標およびトレ
ードネームは、それぞれの所有者に帰属します。 
Android®, Google Play Store®は、Google LLCの商標または登
録商標です。 
 

1-4. 梱包品の確認 

梱包品がすべてそろっているか確認してください。 
 本体 1台 
 リチウム電池（CR123A） 1個 
同梱の電池はテスト用のため、電池残量が少ない場合があり
ます。 

 結束バンド（4.8×1.3 長さ370mm） 2本 
 取扱説明書 1冊 
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1-5. 型名構成 

本取扱説明書では8つの型名について解説しております。 

 

① センサヘッドの口径とフルスケール電流を表します。 
0903 → φ9モデル 30Aフルスケール 
1510 → φ15モデル 100Aフルスケール 
2520 → φ25モデル 200Aフルスケール 
3530 → φ35モデル 300Aフルスケール 

② モデルを表します。 
R : RS-232Cタイプ 
C : パルス出力タイプ 

 

D D S 3 3 - □ □ □ □ □ 
① ② 
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2.  安全上のご注意 

本書ではお使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未
然に防止するため、必ずお守りいただくことを、次のように説
明しています。 
表示内容を無視して誤った使い方をしたときに使用者や他の人
に生じる危害や損害の程度を次の表示で区分しています。 
 

 警告 この表示は、死亡または重症を負う危険性が想定
される内容を表示しています。 

 注意 この表示は、障害を負う可能性及び物的損害の発
生が想定される場合を表示しています。 

 
2-1. 本製品に関すること 

 警告 
本製品をAC600V以上の対地電位のある回路では絶対に使用しない 
短絡事故や人身事故の危険性があります。 
本製品を可燃性の物質がある場所で使用しない 
火花が出て爆発する危険性があります。 
配電盤の電線に設置する場合、ブレーカーを落とすか、電気工事士の
監督の下、絶縁グローブを使って設置する 
感電による人身事故の恐れがあります。 
本製品内部に燃えやすいものが混入した場合や水などの液体がかかっ
た場合は、使用を中断する 
本製品の使用を中断してから、お買い上げの販売店または弊社にご相
談ください。そのまま使用すると、火災や故障の原因になります。 
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 警告 
濡れた手で電池を交換しない、本体に触らない 
故障や感電の危険性があります。 
本製品に亀裂がある、ケーブル被覆が破れ導線部分が露出しているな
ど、破損が発生したときは使用を中断する 
本製品の使用を中断してから、お買い上げの販売店または弊社にご相
談ください。そのまま使用すると、火災や故障の原因になります。 
正しい電源電圧で使用する 
故障・火災・感電の原因となるため、正しい電源電圧で使用してくだ
さい。交流電源では使用できません。 
電源ケーブルは誤配線に注意する 
故障や感電の危険性があります。 
濡れた手で電源ケーブルを触らない 
故障や感電の危険性があります。 
本製品の動作中は電源ケーブルを触らない 
故障や感電の危険性があります。取り外しの際は外部電源のスイッチ
などを停止してください。 
人体、および人体の一部を保護する目的で、本製品を使用しない 
故障や感電の危険性があるので、電力計測以外の目的で使用しないで
ください。 
防爆エリアで使用しない 
火災や電気設備の事故の原因になるので、本製品を防爆エリアで使用
しないでください。 
直流電力を計測しない 
本製品は交流電力計測用のセンサです。故障の原因となるため、直流
電力を計測しないでください。 
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 注意 
センサヘッドを被覆のない電線に取り付けない 
本製品の故障や電気設備の事故の原因になります。 
剥き出しの銅線や丸端子などから十分な沿面距離を置いて設置する 
本製品の故障や電気設備の事故の原因になります。 
制御通信ユニットのカバーを開けたまま使用しない 
故障と感電の危険性があります。 
本書に記載している内容以外では本製品内部に触れない 
電池交換やスイッチ操作するとき以外は、本製品内部に触れないでく
ださい。故障の原因になります。 
本製品内部の分解、改造は絶対に行わない 
本製品内部の改造は、故障と感電の危険性があります。 
また、内部を改造した場合の動作不良については保証いたしません。
修理・調整が必要な場合は、お買い上げの販売店または弊社にご相談
ください。 

ケーブルを踏んだり挟んだりしない 
故障と感電の危険性があります。 
計測対象以外の電線にセンサを近づけない 
故障や誤作動、計測データの異常が発生する可能性があります。 
ノイズ耐性向上のため、次の点に配慮して設置する 
 電源ケーブルと高圧線や動力線は別配線してください。 
 市販のスイッチングレギュレータを使用する場合は、必ずフレーム
グランド端子を接地してください。 

高温多湿な場所、結露するような場所、直射日光の当たる場所に本製
品を長時間放置しない 

そのままの状態でお使いいただくと、故障や人身事故の危険性がござ
います。「7. 仕様」（49ページ）の使用環境と保存環境の通りにお使い
ください。 
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 注意 
本製品を運搬するとき、取り扱うときは、振動や落下などの衝撃を避
け、本製品が損傷しないように注意する 
故障の原因となります。 
本製品を清掃するときは、研磨剤や有機溶剤を使用しない 
故障の原因となるため、乾いた布を使用して汚れを拭き取ってくださ
い。 
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2-2. 計測に関すること 

 センサヘッドが完全に閉じていない状態では正確な計測がで
きません。 

 センサヘッドと制御通信ユニットは同じ温度環境にしてくだ
さい。 

 本製品は電流が流れることにより発生する磁界を検出してい
ます。本製品の定格を超える電流が流れる電線や強い磁界を
発生する電動モータ、永久磁石から十分な距離を離してくだ
さい。 

 インバーター二次側など著しく大きな高調波を含むもの、
50Hzまたは60Hz以外の電力の計測はできません。 

 外部から電源供給を受けていない場合、スリープモードにな
ります。スリープモードでは計測と外部通信ができません。 

 誤動作や計測データ異常の恐れがあり、弊社ではデータの異
常値については保証いたしません。 
 

 
2-3. その他のご注意 

 本製品は日本国内のみ使用できます。 
 本製品は計量法に定める電気料金御取引、証明の用途には使
用できません。 

 本製品は、Bluetooth®やRS-232C、パルスの受信機能などを
備えた全てのデータ受信装置との接続動作を保証したもので
はありません。 
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 高い安全性や信頼性が要求されている計器では使用しないで
ください。 

 バックアップ用電池は消耗品です。電池電圧が低下した場合
は交換してください。破損の原因となるため、充電はしない
でください。 

 バックアップ用電池の交換や、外部電源・外部機器との配線
を行うときは設備のブレーカーを落とすか、絶縁グローブを
使って行ってください。 

 本製品を使用したことにより動作障害が生じた場合の損失に
ついては、弊社は一切の責任を負いかねます。 

 本製品を使用中に発生したデータの損失、機器の故障などの
保証をいたしかねます。あらかじめご了承ください。 

 本製品を廃棄する際は、各自治体の指示に従って廃棄してく
ださい。 

 外部通信を使用される場合、ノイズが原因で通信データ異常
や通信遮断が発生する可能性があります。データの欠落につ
いて、弊社は一切の責任を負いかねます。 

 電源には、JIS C6950-1に規定される有限電源を使用してく
ださい。LPS（Limited Power Supply）電源、Class２電源と
呼ばれています。 
※有限電源の例 
1) ピーク電圧が42.4V以下で、出力電流が８A以下に制限

されている電源 
2) ピーク電圧が42.4V以下、出力容量が１ｋW以下の電源

に100÷出力電圧以下のブレーカーあるいはヒューズを
取り付けた電源 
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3.  各部の名称と役割 

3-1. 電力センサユニット構成 

制御通信ユニット、センサヘッド、センサヘッドケーブル、電
源ケーブルから構成されています。 

 

それぞれを分離させることはできません。 
 
  

制御通信ユニット 

センサヘッド 

センサヘッドケーブル 

電源ケーブル 
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3-2. 制御通信ユニット(操作部) 

 

No. 名称 機能 
① LED IoT電力センサユニットの状態を示します。 

② プッシュスイッチ 
プッシュスイッチはセンサ内部の積算電力量をリセッ
トします。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」(21ページ) 

③ カバー 各スイッチ設定や電池交換時に開けます。 
⇒「4-1.リチウム電池をセットする」(19ページ) 

④ カバーボルト カバーを開閉する時に使用します。 
 
  

④カバーボルト 

①LED 

②プッシュスイッチ 

③カバー 
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3-3. 制御通信ユニット(取付部) 

 

 ねじ固定用穴 
ねじで固定するときに使用します。 
⇒「4-4.電力センサユニットを取り付ける」（24ページ） 

 
 結束バンド固定用穴 
結束バンドで固定するときに使用します。 
⇒「4-4.電力センサユニットを取り付ける」（24ページ） 

 
 シリアル番号 
センサユニット固有のシリアル番号が印字されています。 
制御通信ユニット内部にも印字されています。 
受信機器設定時に使用します。 

 

シリアル番号 
結束バンド固定用穴 

ねじ固定用穴 
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3-4. 制御通信ユニット(内部) 

 
 ディップスイッチ／ロータリースイッチ 
周波数、計測電圧、計測対象(三相/単相)、Bluetooth®発信・
停止、パルス単位、パルス幅 (パルス出力タイプのみ)を設定
します。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」（21ページ） 

  

ディップスイッチ ロータリースイッチ 

電池スペース 

シリアル番号 
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 電池スペース 
バックアップ用電池をセットします。 
⇒「4-1.リチウム電池をセットする」（19ページ） 
 

 シリアル番号 
センサユニット固有のシリアル番号が印字されています。 
制御通信ユニット側面にも印字されています。 
受信機器設定時に使用します。 
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3-5. 電源ケーブル 

電源ケーブルは、制御通信ユニットから伸びている、先端に 
e-CONコネクタが圧着されている4芯ケーブルを指します。 
 

 

ピン配列は機種によって変わります。下表をご確認ください。 

 DDS33-□□□□R 
RS-232Cでデータ出力します。 

黒 Tx 計測データ出力です。 
青 GND 電源のGND端子に接続してください。 
白 Rx 計測データ送信のリクエストを受信します。 
茶 電源 電源の+端子に接続してください。 
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 DDS33-□□□□C 
積算電力量をパルス出力します。 

黒 パルス 
出力 

積算電力量パルス出力です。 
パルス単位は  1Wh / 10Wh / 100Wh / 
1000Whです。*1 

青 GND 電源のGND端子に接続してください。 

白 リセット
入力 

積算電力量のリセット入力です。 
リセット実行の場合はGNDに0.4秒以上ショ
ートさせてください。 

茶 電源 電源の+端子に接続してください。 
 

*1: ディップスイッチで切替 
⇒「4-3.スイッチを設定する」(21ページ) 

 

外部機器との接続については、「4-5.外部電源・外部機器と接続
する」(29ページ)を参照してください。 
オプション品として、電源ケーブルの延長ケーブル「GP0021」
(延長: 約2.0m)を併売しております。最大5本まで接続してお
使いいただけます。 
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4.  計測準備 

4-1. リチウム電池をセットする 

制御通信ユニットにリチウム電池（CR123A）を1個セットします。 

1) 制御通信ユニットのカバーボルト
を緩める 

 
 
 

2) カバーを開ける 

3) リチウム電池をセットする *1 *2 
*1: ⊕と⊖の向きを間違えないように、リチ

ウム電池を1個セットしてください。 
*2: ロータリースイッチ、ディップスイッチ

を設定する場合は、「4-3.スイッチを設
定する」(21ページ)の(3)からを参照し
てください。 

4) カバーを閉じる 

5) 制御通信ユニットのカバーボルトを締め付ける 
締付トルク：0.3N・m(3kgf・cm) 
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4-2. リチウム電池の取り外し方 

図のように、リチウム電池を取り外します。*1 
*1: カバーの開閉について、「4-1.リチウム電池をセットする」（19ペー

ジ）を参照してください。 

 
電池を交換する時は、下記注意してください。 
 電池の⊕と⊖表示をよく確かめて交換してください。 
 充電式の電池は使用しないでください。 
 使い切った電池を放置すると、液漏れなどの故障につながる
ため早めに交換してください。 

 使い切った電池を廃棄する場合は、地方自治体の条例にした
がって廃棄してください。 
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4-3. スイッチを設定する 

計測する設置場所や計測電圧・Bluetooth®などの状態に合わせ
て、スイッチを設定します。 

1) 制御通信ユニットのカバーボルト
を緩める 

 

2) カバーを開ける 

3) ディップスイッチを設定する 
ディップスイッチは、操作部を確実にONまたはOFFの位置
に設定してください。 

 
Bluetooth®、パルス幅、パルス単位の設定ができます。スイ
ッチは左から1、2、3、4の順に並んでいます。 

No. 項目 OFF ON 
1 Bluetooth® 停止 発信 
2 *1 パルス幅 200ms 10ms 
3 *1 パルス単位 

（電力量パルス） 
1パルスの単位を決めることができます。 
詳細は下表を確認してください。 

  3 ON 4 ON 1000Wh 
4 *1 3 ON 4 OFF 100Wh 
 3 OFF 4 ON 10Wh 
 3 OFF 4 OFF 1Wh 
 
*1: パルス出力タイプのみ、RS-232CタイプはONに設定してください。 
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4) ロータリースイッチを設定する 
計測する周波数や計測対象(三相／単相)、電圧レンジを設定
します。 
ロータリースイッチ設定する際は、数字の間で停止しない
ようにカチッと感触があるまで回して、設定してください。
また、矢印がありますので、間違えないように設定してくだ
さい。 

 
ロータリースイッチ番号 周波数60Hz 

0 三相, 200V 
1 単相, 200V 
2 三相, 400V 
3 単相, 100V 

 
ロータリースイッチ番号 周波数50Hz 

4 三相, 200V 
5 単相, 200V 
6 三相, 400V 
7 単相, 100V 

※ 8，9は設定しないでください。 
 

ディップスイッチ、ロータリースイッチを変更すると、LED
が全点灯し、反映されます。 

  



 

- 23 - 

プッシュスイッチは積算電力量をリセットします。約5秒間
長押しで、LEDは全点滅となり、積算電力量を0にリセット
します。 

 

 ディップスイッチやロータリ―スイッチの変更を行っ
た際、プッシュスイッチを押して積算電力量のリセッ
トを行ってください。 

 約5秒間長押しで、LEDは全点滅しないと積算電力量が
リセットされませんので、ご注意ください。 

 

5) カバーを閉じる 

6) 制御通信ユニットのカバーボルトを締め付ける 
締付トルク：0.3N・m(3kgf・cm) 
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4-4. 電力センサユニットを取り付ける 

本製品は三相3線式、単相3線式または単相2線式の配線方式の
電線にセンサヘッドを取り付けて、電力を計測します。 
 

本製品は三相4線式の電力は計測できません。 
 

 配線方式と取付電線について 
◆三相3線式 

U線、V線、W線のうち、任意の2線にセンサヘッドを取り
付けます。 

 

  

＜取付イメージ＞ 
供給側 

センサヘッド 

U線 W線 

負荷側 

V線 
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◆単相3線式 
L1線とL2線にセンサヘッドを取り付けます。 
※ 入れ替わっても計測可能です。 

 

片方を中性線（N線）に取り付けた場合、正しい計測ができ
ません。 

 

  

＜取付イメージ＞ 
供給側 

センサヘッド 

L1線 L2線 

負荷側 

N線 

× 
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◆単相2線式 
2本の線それぞれにセンサヘッドを取り付けます。 
※ 入れ替わっても計測可能です。 

 

 取付方法 

1) センサヘッドの開閉ボタンを押して、センサヘッドを開く 

 
 

  

＜取付イメージ＞ 
供給側 

センサヘッド 

負荷側 
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2) 計測電線を挟むようにセンサヘッドを取り付ける 
センサヘッドの矢印マークの先端が負荷方向となるよう設
置してください。 

 
 

 線径に合ったセンサヘッドを取り付けてください。線が
細い場合（センサヘッド口径の約1/2以下）、電圧を検出
できず電力計測できない場合があります。 

 本製品の定格を超える電流が流れる電線や強い磁界を発
生する電動モータ、永久磁石から十分な距離を離してく
ださい。 

3) センサヘッドの開閉ボタンを押しながら、センサヘッドを
閉じる 

 
  

センサヘッドは精密部品です。無理な力が入らないように、
閉じてください。 

＜取付イメージ＞ 

センサヘッド 

供給側 

負荷側 
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4) 制御通信ユニットを固定する 
① ねじで固定する 
下図の4点をM4ねじで締めつけてください。 
締め付けトルク：0.3N・m(3kgf・cm) 
 
 
 
 
 
 

 
 

② 結束バンドで固定する 
幅6.0mm以下、厚み1.5mm以下の結束バンド（同梱）
で固定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

センサヘッドケーブルおよびケーブルの付け根に無理な
力が加わらないように、付属の固定具などを使用しセンサ
ヘッド、制御通信ユニットを固定してください。 
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4-5. 外部電源・外部機器と接続する 

本製品は外部電源との接続が必要です。 
外部機器との接続はお使いの機器に応じて、本章を参考に接続
してください。 
 

 タイミングチャート 
本製品は電源投入時から約1秒間、出力するデータが不定と
なる期間があります。この期間には予期しないデータが出力
される可能性があるため、ご留意ください。 
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 DDS33-□□□□R 
RS-232C機器(弊社製データロガーDLG02-060やPCなど)
との配線は下記を参考にしてください。 

 

 電源コネクタからお手持ちの機器までの配線長は15m以内
でご使用ください。 
 配線は、ほかの信号線や端子台と接触・近接させないでくだ
さい。 
 弊社オプション品として、AC電源アダプタとRS-232Cケー
ブルがセットになった「GP0022」を併売しております。 

 

内部回路の構成
は右図を参考に
してください。 
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 DDS33-□□□□C 
受信機(パルスカウンタ、PLCなど)との配線は下記を参考に
してください。 

 

 受信機側の電源は、ご使用の装置に合わせたものをお選びく
ださい。 
 リセット入力を0.4秒以上、0V端子とショートさせると、積
算電力量が「0Wh」にリセットされます。ショート中は積算
電力量が「0Wh」となったままとなります。 
 電源コネクタからお手持ちの機器までの配線長は15m以内
でご使用ください。 

 

内部回路の構成
は右図を参考に
してください。 
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5.  計測データ／センサ情報の確認 

5-1. 電源を投入する／表示状態 

電源を投入する前に配線に誤りがないかご確認ください。 
 

1) 外部電源を接続し、電源を投入する。 
電源を投入するとLEDが点灯します。 

 
 電源投入時の表示状態 

 
LED名称 表示状態 説明 

全て 電源投入時 下記順番に1つずつLED点灯します。 
 PWR → CUR → INFO → ALM 

 

その後、自動で計測モードに入り計測が開始されます。 
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 動作時の表示状態一覧 

 
LED 
名称 

表示 
状態 

説明 
点灯 点滅 消灯 

PWR 通電状態 正常 
 

通電していない 

CUR 計測電流 電流レンジ 
範囲内 

電流レンジ 
オーバー*1 電流レンジ0A*2 

INFO センサ情報 電圧レンジ 
オーバー 低電圧  

ALM アラーム 電流不平衡 パルス 
オーバーフロー  

 

*1: センサヘッドのどちらか一方でも計測電流レンジを超過した場合、点滅
となります。 

*2: 電流ゼロカット発生時も含みます。 
  

PWR 
CUR 
INFO 
ALM 
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 電圧レンジオーバー 設定した電圧レンジより計測電圧が
高い場合に発生 

 
要因 対処方法 

ロータリースイッチの
設定が間違っている 

ロータリースイッチの電圧設定を変更してくださ
い。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」（22ページ） 

設定した電圧レンジよ
りも高い交流電圧を計
測している 

計測対象が三相モードの場合 
設定した電圧レンジが200Vの場合は、電圧設
定が低い場合があります。計測対象の機器など
から電圧を確認し、400V系であれば設定を変
更してください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」（22ページ） 
計測電圧を400Vにした場合でもこのエラーが
発生する場合、故障と事故の恐れがあるため使
用を中止してください。 
計測対象が単相モードの場合 
設定した電圧レンジが100Vの場合は、電圧設
定が低い場合があります。計測対象の機器など
から電圧を確認し、200V系であれば設定を変
更してください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」（22ページ） 
計測電圧を200Vにした場合でもこのエラーが
発生する場合、故障と事故の恐れがあるため使
用を中止してください。 

INFO 点灯 



 

- 35 - 

 電流不平衡 負荷がアンバランスの場合に発生 

 
要因 対処方法 

センサヘッドが外れ
ている 

センサヘッドを取り付けし直してください。 
⇒「4-4.電力センサユニットを取り付ける」 
（24ページ） センサヘッドの取り

付け方が間違ってい
る 

計測対象の設定が間
違っている 

ロータリースイッチの設定を確認し、センサと計
測対象の計測方式を合わせてください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」（22ページ） 

三相4線式の電力計
測を行っている 

本製品は三相4線式に対応しておりません。 

※ 取付箇所または設定に問題がない場合、計測値を正しく出力していま
す。負荷の条件によって、電流不平衡が発生する可能性があります。 

 
 

  

ALM 点灯 

例）単相3線式の不平衡負荷 

ブレーカ 
端子台 
etc. 負

荷 

負
荷 

L1 

N 

L2 

センサヘッド 
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 低電圧 電圧が測定できなかった場合に発生 

 
要因 対処方法 

計測対象の電源が遮
断されている 

計測対象の電源を投入してください。 

ロータリースイッチ
の設定が間違ってい
る 

ロータリースイッチの電圧設定を変更してくださ
い。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」（22ページ） 

センサヘッドが外れ
ている 

センサヘッドを取り付けし直してください。 
⇒「4-4.電力センサユニットを取り付ける」 
（24ページ） センサヘッドの取

り付け方が間違っ
ている 
著しく細い線に取り
付けている 

線径に合ったセンサヘッドの電力センサを取り
付けてください。 

 
  

INFO 点滅 
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 パルスオーバーフロー 設定したパルス幅・パルス単位を超
えた場合に発生 

 
要因 対処方法 

ディップスイッチの
設定が間違っている 

ディップスイッチのパルス単位の設定を変更し
てください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」（21ページ） 

一度パルスオーバーフローになると常に点滅し続けます。
解除するにはプッシュスイッチもしくはリセット入力でパ
ルスオーバーフローを解除してください。 
⇒「4-3. スイッチを設定する」(21ページ) 

⇒「5-6. パルス出力/リセット入力(DDS33-□□□□C)」(46ページ) 

 
  

ALM 点滅 
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5-2. スマートフォン専用アプリをインストールする 

IoT電力センサユニット対応の専用アプリで、計測データ（積算
電力量・有効電力・皮相電力など）とセンサ情報（スイッチな
ど）を確認できます。 
専用アプリはAndroid®に対応していま
す。右図のQRコードより、Google Play 
Store®からインストールしてください。 
 
 
 
 

5-3. 計測データを確認する 

 

取扱説明書に記載している画面は実際の画面とは異なる場合が
あります。  

確認対象のセンサのシリアル番号を
入力し、［設定］を押してください。 
別のセンサの計測データを確認し
たいときは、確認対象のシリアル番
号を再入力し、［設定］を押してく
ださい。 

計測データが表示されます。 
※ うまく表示されないときは、
「6. 困ったときには」(47ペー
ジ)を参照してください。 
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5-4. センサ情報を確認する 

スイッチ設定やセンサの計測状態を確認できます。 

 スイッチ設定 
スイッチ設定の組み合わせはアプリ側で確認できます。 
各スイッチの設定については、「4-3.スイッチを設定する」
（21ページ）を参照してください。 
特に、スマートフォンアプリなどでBluetooth®受信できない
場合は、ディップスイッチ1番目の「Bluetooth®発信・停止」
設定を確認してください。 

 

 センサの計測状態 
センサの計測状態を数値で表します。 
各数値が表すセンサの計測状態は以下のとおりです。 
黒丸（●）がある数値が表示されている場合は、該当する状
態となっています。 

  

センサの計測状態 

スイッチ設定 

スイッチ設定 
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数値 0 1 2 3 4 5 6 7 8 
電流不平衡  ●  ●  ●  ●  

電流レンジオーバー   ● ●   ● ●  
力率低下     ● ● ● ●  
低電圧         ● 

電圧レンジオーバー          
電流ゼロカット          

 

数値 9 10 11 12 13 14 15 16 17 
電流不平衡 ●  ●  ●  ●  ● 

電流レンジオーバー  ● ●   ● ●   
力率低下    ● ● ● ●   
低電圧 ● ● ● ● ● ● ●   

電圧レンジオーバー        ● ● 
電流ゼロカット          

 

数値 18 19 20 21 22 23 32 40 48 
電流不平衡  ●  ●  ●    

電流レンジオーバー ● ●   ● ●    
力率低下   ● ● ● ●    
低電圧        ●  

電圧レンジオーバー ● ● ● ● ● ●   ● 
電流ゼロカット       ● ● ● 

 

（例） 
「3」が表示されているとき ：電流不平衡 

かつ電流レンジオーバー 
 

センサ情報の要因を確認し、必要に応じて適切な対処を行なっ
てください。 
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 電流不平衡 
要因 対処方法 

センサヘッドが外れ
ている 

センサヘッドを取り付けし直してください。 
⇒「4-4.電力センサユニットを取り付ける」
（24ページ） センサヘッドの取り付

け方が間違っている 

計測方式が間違って
いる 

ロータリースイッチの設定を確認し、センサ
と計測対象の計測方式を合わせてください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」(22ページ) 

三相4線式の電力計測
を行っている 

本製品は三相4線式に対応しておりません。 

※ 取付箇所または設定に問題がない場合、計測値を正しく出力して
います。負荷の条件によって、電流不平衡が発生する可能性があ
ります。 
⇒「5-1. 電源を投入する／表示状態」(32ページ) 

 

 電流レンジオーバー 
要因 対処方法 

計測電流が使用して
いる電力センサの電
流レンジを超えてい
る 

大きい電流レンジの電力センサをご使用く
ださい。 

 

 力率低下 
要因 対処方法 

力率の低い誘導負荷、
容量負荷に接続して
いる 

計測対象が正しいかを確認してください。 
また、計測対象の負荷の力率が0.5以下か
どうかを確認してください。 

センサヘッドが外れ
ている 

センサヘッドを取り付けし直してください。 
⇒「4-4.電力センサユニットを取り付ける」
（24ページ） センサヘッドの取り付

け方が間違っている 
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要因 対処方法 

計測方式が間違って
いる 

ロータリースイッチの設定を確認し、センサ
と計測対象の計測方式を合わせてください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」(22ページ) 

三相4線式の電力計測
を行っている 

本製品は三相4線式に対応しておりません。 

※ 取付箇所または設定に問題がない場合、計測値を正しく出力して
います。 

 

 低電圧 
要因 対処方法 

計測対象の電源が遮
断されている 

計測対象の電源を投入してください。 

ロータリースイッチ
の設定が間違ってい
る 

ロータリースイッチの電圧設定を変更して
ください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」(22ページ) 

センサヘッドが外れ
ている 

センサヘッドを取り付けし直してください。 
⇒「4-4.電力センサユニットを取り付ける」
（24ページ） センサヘッドの取り

付け方が間違ってい
る 
著しく細い線に取り
付けている 

線径に合ったセンサヘッド（口径の1/2）の
電力センサを取り付けてください。 

 
 電圧レンジオーバー 

要因 対処方法 

ロータリースイッチの
設定が間違っている 

ロータリースイッチの電圧設定を変更して
ください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」(22ページ) 
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要因 対処方法 

設定した電圧レンジよ
りも高い交流電圧を計
測している 

計測対象が三相モードの場合 
設定した電圧レンジが200Vの場合は、電圧
設定が低い場合があります。計測対象の機器
などから電圧を確認し、400V系であれば設
定を変更してください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」(22ページ) 
計測電圧を400Vにした場合でもこのエラー
が発生する場合、故障と事故の恐れがあるた
め使用を中止してください。 
計測対象が単相モードの場合 
設定した電圧レンジが100Vの場合は、電圧
設定が低い場合があります。計測対象の機器
などから電圧を確認し、200V系であれば設
定を変更してください。 
⇒「4-3.スイッチを設定する」(22ページ) 
計測電圧を200Vにした場合でもこのエラー
が発生する場合、故障と事故の恐れがあるた
め使用を中止してください。 

 

 電流ゼロカット 
要因 対処方法 

センサヘッドが外れ
ている 

センサヘッドを取り付けし直してください。 
⇒「4-4.電力センサユニットを取り付ける」
（24ページ） センサヘッドの取り

付け方が間違ってい
る 

電流値の少ない計測
を行っている 

計測対象が正しいかを確認してください。 
または、電流ゼロカット範囲内か確認して
ください。 
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5-5. RS-232C通信コマンド(DDS33-□□□□R) 

DDS33-□□□□Rであれば、RS-232Cを使用して通信ができ、
計測データの受信を行うことができます。 
 通信の概要 

RS-232C機器から特定のASCIIコードをDDS33-□□□□R
へ送信すると、コードに応じたデータが返信されます。 
このデータ返信はコマンド受信期間である約0.2秒間のうち、
1番初めに受信したコマンドに対する応答のみ行います。 

機能 
送信コード 
カッコ内は 

ASCIIコード 
返信するデータ形式 

有効電力 R (0x52) 4byte, 32bit符号なし整数 
例:0x 00 00 11 C6 ⇒ 4,550W 

皮相電力 r (0x72) 4byte, 32bit符号なし整数 
例:0x 00 00 14 46 ⇒ 5,190VA 

積算電力量 X (0x58) 
4byte, 32bit符号なし整数 
例:0x 01 23 45 67 

⇒ 19,088,743Wh 
積算電力量 
リセット x (0x78) 1byte, キャラクタ: “x” (0x78) 

センサ情報 Y (0x59) 1byte, 8bit符号なし整数 
例:0x 01 ⇒センサ情報”1” 

 

 上記コードのみ送信してください。 
※CR(0x0D)やLF(0x0A)などのデリミタは不要です。 

 計測データはバイナリで返信します。 
※CR(0x0D)やLF(0x0A)などのデリミタはありません。 

 お持ちのRS-232C機器と接続・使用する際には、通信と
電気の知識を有するエンジニアが取り扱うようご配慮
ください。接続方法は「4-5.外部電源・外部機器と接続
する(29ページ)」を参照してください。 
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 通信フロー 
通信の流れは下記のようなイメージです。 

 

 

 

  



 

- 46 - 

5-6. パルス出力/リセット入力(DDS33-□□□□C) 

DDS33-□□□□Cであれば、積算電力量のパルス出力とゼロリ
セットができます。お持ちのパルスカウンタやPLCなどと接続
し、積算電力量の記録が簡単にできます。 

 通信の概要 
パルス出力とリセット入力の2つがあります。 

機能 説明 

パルス 
出力 

電力量に応じたパルスを出力します。 
パルス単位は 1Wh / 10Wh / 100Wh / 1000Wh
です。*1 *2 
パルス幅は10ms / 200ms です。*1 *2 

リセット 
入力 

0.4秒以上、DDS33-□□□□Cの0V端子とショー
トさせたとき積算電力量を0にします。 

 

*1: 
*2: 
 
 
*3: 

ディップスイッチで切り替えます。 
最大パルス数は、600パルス / 分（パルス幅10ms設定）、150パル
ス / 分（パルス幅200ms設定）です。 
負荷の大きさにあわせて、設定します。 
プッシュスイッチ約5秒間長押し時には積算電力量がリセットされ
ます。 

 
 パルス出力・リセット入力のイメージ 
積算電力量のパルス出力・リセット入力は、下記のイメージ
で動作します。 
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6.  困ったときには 

以下の症状がある場合は要因を確認し、適切な対処を行なって
ください。 

症状 要因 対処方法 
Bluetooth®や
有線でデータ発
信が見られない 

以下の要因が考えられ
ます。 
・ 外部電源がつながっ
ていない 

・ 外部電源の電圧が適
合していない 

・ 外部電源の電流容量
が足らない 

外部電源の電圧の変
更や、電源の交換を行
ってください。弊社で
は、オプション品
(GP0022)として電源
ケーブルとACアダプ
タを併売しておりま
す。 

プッシュスイッ
チを押しても、
LEDが全点灯・
全点滅しない 

PWR LEDが消
灯している 

電源OFF/ONで
積算電力量が0
になる 

以下の要因が考えられ
ます。 
・ バックアップ用電池
が正しくセットされ
ていない 

・ バックアップ用電池
が切れている 

バックアップ用電池
を正しくセットする、
または交換してくだ
さい。 
⇒「4-1.リチウム電池
をセットする」（19ペ
ージ） 
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症状 要因 対処方法 
専用アプリが起
動しない／対象
の電力センサを
選択できない 

スマートフォンやタブレ
ットで以下の要因が考え
られます。 
a) Bluetooth® 機 能 が

OFFになっている 
 

b) GPS機能がOFFにな
っている 

c) 付近のデバイスとの
通信が許可されてい
ない 

 
 
 

a)  Bluetooth®機能を
ONにしてくださ
い。  

b) GPS機能をONに
してください。 

c) 付近のデバイスと
の通信を許可して
ください。 

対象の電力センサのシ
リアル番号が誤ってい
る 

シリアル番号を再度
設定してください。 

対象の電力センサの外
部電源がつながってい
ない 

対象の電力センサの
外部電源を確認して
ください。 

専用アプリの 
［センサ情報］で
「0」以外の数値
が表示されてい
る 

何らかの要因で正しく
計測できていない可能
性がある 

センサの計測状態に
対して、適切な対処を
行ってください。 
⇒「5-1.電源を投入す
る／表示状態」(32ペ
ージ) 
⇒「5-4.センサ情報を
確認する」(39ページ) 

INFO、ALMが点
滅・点灯してい
る 

Bluetooth®のみ
受信できない 

ディップスイッチの設
定が間違っている 

ディップスイッチの
設定を確認してくだ
さい。 
⇒「4-3.スイッチを設
定する」(21ページ) 
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7.  仕様 

7-1. DDS33-□□□□R 
 

型名 0903R 1510R 2520R 3530R 
対 象 IV ケ ー ブ ル  
(JIS C3307) 5.5～22sq 38～60sq 100～

200sq 
250～
325sq 

計測対象*1 三相3線 / 単相3線 / 単相2線 50Hz / 60Hz 
計測項目 積算電力量、有効電力、皮相電力 

電流 レンジ 0～30A 0～100A 0～200A 0～300A 
ゼロカット 0.45A 1.5A 3A 4A 

許容電流*6 84Apeak 280Apeak 560Apeak 840Apeak 
電圧 
レンジ*1 

単相設定 100 / 200V 
三相設定 200 / 400V 

電力レンジ 電圧レンジ×電流レンジによる 
電力精度*2 ±3% of F.S. 
計測間隔 0.2秒 

通信方式 
Bluetooth® 見通し約100m 

※無線出力のON/OFFをディップスイッチで切り替え 
RS-232C ×1 

電源 電圧 DC12-24V ±10% (リップル含む) 
電流 50mA以下 

バックアップ用電源*7 リチウム電池CR123A 1個 
使用周囲温度*3 －10～50℃ 
使用周囲湿度*3 20～80%Rh 
保存温度*3 －10～60℃ 
重
量 

センサヘッド部 約75g×2 約75g×2 約90g×2 約130g×2 
制御通信ユニット 約150g（バックアップ用電池含む） 
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通信方式 全二重 
同期方式 調歩同期 
ボーレート 19,200bps 
データ長 8bit 
スタートビット 1bit 
パリティビット 偶数 
フロー制御 なし 
ターミネータ なし 

 

*1: 
*2: 
 
 
*3: 
*4: 
*5: 
*6: 
*7: 

ロータリースイッチ、ディップスイッチで切替 
25℃、50Hzまたは60Hz、三相の場合200/400V、単相の場合100/200V
の制限は、力率＝１ 
センサヘッド中心に被計測電線が通る場合です。 
氷結、結露なきこと 
対象ケーブルはP.53を参照 
突起部除く 
許容電流を超えた場合、本製品損傷の原因となることがあります。 
電池交換目安は約10年（20℃） 
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7-2. DDS33-□□□□C 
 

型名 0903C 1510C 2520C 3530C 
対 象 IV ケ ー ブ ル  
(JIS C3307) 5.5～22sq 38～60sq 100～

200sq 
250～
325sq 

計測対象*1 三相3線 / 単相3線 / 単相2線 50Hz / 60Hz 
計測項目 積算電力量、有効電力、皮相電力 

電流 レンジ 0～30A 0～100A 0～200A 0～300A 
ゼロカット 0.45A 1.5A 3A 4A 

許容電流*6 84Apeak 280Apeak 560Apeak 840Apeak 
電圧 
レンジ*1 

単相設定 100 / 200V 
三相設定 200 / 400V 

電力レンジ 電圧レンジ×電流レンジによる 
電力精度*2 ±3% of F.S. 
計測間隔 0.2秒 

通信方式 

Bluetooth® 見通し約100m 
※無線出力のON/OFFをディップスイッチで切り替え 

リセット入力×1 積算電力量のリセット入力 
パルス出力×1 積算電力量パルス出力 

電源 電圧 DC12-24V ±10% (リップル含む) 
電流 50mA以下 

バックアップ用電源*7 リチウム電池CR123A 1個 
使用周囲温度*3 －10～50℃ 
使用周囲湿度*3 20～80%Rh 
保存温度*3 －10～60℃ 
重
量 

センサヘッド部 約75g×2 約75g×2 約90g×2 約130g×2 
制御通信ユニット 約150g（バックアップ用電池を含む） 
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型名 0903C 1510C 2520C 3530C 

パルス出力機能 
積算電力量パルス出力 

1Wh 上 昇 に
つき1パルス 

1Wh / 10Wh / 100Wh / 1000Wh 上昇に
つき1パルス*1 

パルス出力 

回路方式 オープンコレクタ 
絶対最大定
格電圧 40V 超過すると故障の可能性あり 

シンク電流 50mA 以下 
残留電圧 1V 以下（50mA シンク時） 
パルス幅*1 10ms / 200ms 

リセット 
入力 

機能 積算電力量のリセット入力 
回路方式 無電圧入力 
入力電流 10mA 以下 
入力時間 0.4 秒以上 リセット機能使用に必要な期間 

 

*1: 
*2: 
 
 
*3: 
*4: 
*5: 
*6: 
*7: 

ロータリースイッチ、ディップスイッチで切替 
25℃、50Hzまたは60Hz、三相の場合200 / 400V、単相の場合100 / 
200Vの制限は、力率＝１ 
センサヘッド中心に被計測電線が通る場合です。 
氷結、結露なきこと 
対象ケーブルはP.53を参照 
突起部除く 
許容電流を超えた場合、本製品損傷の原因となることがあります。 
電池交換目安は約10年（20℃） 
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7-3. 対象ケーブル目安 

ケーブルは、同じ導体断面積(例: 5.5sq, 22sqなど)であっても、
外装の材質によって仕上外径が変化します。本ページでは、本
製品の使用を想定しているケーブルの断面積の参考値をご紹介
いたします。下記以外のものでも、仕上外径が適合しているケ
ーブルであればお使いいただけます。 
 対象電線概要 

IV、CV、CVTケーブルのうち下記表の電線に対応しています。 
(参考：JIS C3307、JIS C3317、JIS C3605) 

 
 各種ケーブルの断面 
各種ケーブルの断面は以下のようになっております。1線ご
との仕上外径は上記の表を参照ください。電線自体の仕上外
径は違いがあるためご注意ください。 

  

sq 仕上外径 sq 仕上外径
0903R/0903C 8 - 22 6 - 9.2 2 - 14 6.4 - 9.4
1510R/1510C 38 - 60 11.5 - 14 22 - 38 11 - 13.3
2520R/2520C 100 - 200 17 - 23 60 - 150 15.5 -23.9
3530R/3530C 250 - 325 26 - 29 200 - 325 26 - 34

IV CV/CVT
型名
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7-4. 外形図 

 制御通信ユニット・電源ケーブル 
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 センサヘッド 
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7-5. オプション品 

型名 名称 外観 

GP0021 IoT電力センサユニット 
電源延長ケーブル 

 

GP0022 
IoT電力センサユニット 
通信ケーブル、電源 
セット 

 
 
 
 
 
  

延長ケーブル 

防塵カバー 

防塵カバー 通信ケーブル 

ACアダプタ 
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8.  製品のご購入・使用に際してのご承諾事項 
平素は株式会社SIRC（以下｢当社｣）の製品をご愛用いただき誠にあり
がとうございます。 
当社製品のご購入について特別の合意がない場合には、お客様のご購入
先にかかわらず、本ご承諾事項記載の条件を適用いたします。ご承諾の
うえご注文ください。 
 

 製品の保証について 
 

1. 対象製品 
以下の保証は、当社が製造・販売する製品（以下「対象製品」という）
に適用します。なお、対象製品に内蔵されている電池、パッキンなどの
消耗品は対象外とさせていただきます。 

 

2. 保証期間 
対象製品の保証期間は、貴社のご指定場所に納入後1年間とさせて
いただきます。 

 

3. 保証範囲 
（1） 上記保証期間内に当社製品に当社の責任による故障が発生した

場合は、当社保守サービス拠点で無償修理させていただきます。
当社判断で交換とさせていただくことがあります。但し、保証
期間内であっても、次に該当する故障の場合は保証対象外とさ
せていただきます。なお、修理又は代替品との交換となった場
合でも保証期間の起算日は対象製品の当初ご納入日とさせてい
ただきます。 
① 取扱説明書、ユーザーズマニュアル、別途取り交わした仕様
書などに記載された以外の不適当な条件・環境・取り扱い・
使用方法に起因した故障。 

② お客様の装置または、ソフトウエアの設計内容など、対象製
品以外に起因した故障。 

③ 当社以外による改造、修理に起因した故障。 
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④ 取扱説明書、ユーザーズマニュアルなどに記載している消耗
部品が正しく保守、交換されていれば、防止できたと確認で
きる故障。 

⑤ 当社出荷時の科学・技術水準では、予見が不可能だった事由
による故障。 

⑥ その他、火災、地震、水害などの災害及び電圧異常など当社
の責任ではない外部要因による故障。 

（2） 保証範囲は上記（1）を限度とし、対象製品の故障に起因するお
客様での二次損害（装置の損傷、機会損失、逸失利益等）及び
いかなる損害も保証の対象外とさせていただきます。 

（3） 記載した仕向け地以外への輸出、使用はできません。仕向け地
以外での使用には一切保証いたしません。 

 

4. 用途 
当社製品は、一般工業向けの汎用品として設計・製造されておりま
す。従いまして、下記のような用途での使用は意図しておりません
ので適用外とさせていただきます。但し、事前に当社までご相談い
ただき、お客様の責任において製品の仕様をご確認のうえ、定格・
性能に対してご了承いただき、必要な安全対策を講じていただく場
合、あるいは別途カタログ・取扱説明書に記載がある際は適用可能
とさせていただく場合があります。なお、これらの場合においても
保証範囲は上記と同様といたします。 
① 原子力発電、航空、鉄道、船舶、車両、医療機器等の人命や財産
に多大な影響が予想される設備 

② 電気、ガス、水道等の公共設備 
③ 屋外での使用および、それに準ずる条件・環境での使用（取扱説
明書などで規定していない条件・環境を含みます。） 

④ 上記①及び②に準じる安全に関して高度な配慮と注意が要求さ
れる用途 

 

5. ログ等の記載内容について 
（1） 定格値および性能値は、単独試験における各条件のもとで得ら

れた値であり、各定格値および性能値の複合条件のもとで得ら
れる値を保証するものではありません。 



 

- 60 - 

（2） 参考データはご参考として提供するもので、その範囲で常に正
常に動作することを保証するものではありません。 

（3） 利用事例はご参考ですので、当社は｢適合性等｣について保証い
たしかねます。 

 

6. 管理について 
対象製品または技術資料を、輸出または日本の非居住者に提供する
場合は、安全保障貿易管理に関する日本および関係各国の法令・規
制を遵守ください。お客様が、法令・規則に違反する場合には、対
象製品または技術資料をご提供できない場合があります。 

 

7. 問い合わせ窓口 
修理に関するお問い合わせ、ご依頼は購入先にお問い合わせをお願
いします。 

 

規程は予告なく変更することがあることがあります。変更は当社ホーム
ページに掲載した日から効力が発生するものとし、変更後の規程内容に
従い処理させていただきます。 
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